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スーパーマーケットに並ぶラテンアメリカ産農産
物の種類が最近増えている。 従来からのバナナに加
えて，アボカド，ライム，マンゴ，アスパラガスな
ど青果物や，鶏肉など畜産物も店頭でよくみかける
ようになった。本書はこのような農畜産物について，
伝統的な供給形態と比較しながら，近年拡大してい
る輸出市場や都市向け供給の担い手である農企業や
スーパーマーケットによる供給形態の特徴を分析し
ている。青果物ではペルーの事例をとりあげるほか，
鶏肉ではブラジル，メキシコ，ペルーを比較した。
これらの担い手は，農畜産物の生産だけでなく，加工
や流通など消費までの各段階のつながり（バリュー
チェーン）を統合することで，生産性や付加価値を高
めている点に注目した。
これまでの農産物供給が，できた物を売るプロダ
クトアウトだとすると，農企業やスーパーマーケット
は，需要に合わせて供給するマーケットインのアプ
ローチをとっている。 そのために，まず顧客に求め
られる農畜産物の量，質，価格，納期を把握する。そ
して顧客の需要に合わせて，必要な資材，人材，輸送
手段などを手配する。 大規模な自社農場では，先進
国で開発された品種はもちろん，点滴灌
かんがい
漑，総合的病
害虫管理など最新の技術を取り入れて，農業生産工程
管理（GAP）に沿って農産物を生産する。 収穫後は，
農場に隣接する加工場でパッキングして空港まで輸
送するが，この間もコールドチェーンを保って品質
を維持している。 食品としての安全性を確保するた
めに，生産段階までのトレーサビリティを保つシステ
ムも取り入れている。 ブラジルの食肉加工企業の場
合は，輸出市場へはおもに原料肉としての鶏肉を供給
しているが，国内市場では加工食品の製造やフード
サービスまで参入している。
これらの農企業は，バリューチェーンの統合に
よって世界の食料需要とラテンアメリカの農畜産業
を結び付け，農業・食料部門をこれからの成長産業に
育てている。	 （清水達也）
第二次世界大戦前後から1970年代までのラテンア
メリカは「国家コーポラティズム」の例として言及さ
れることが多かったが，その後の民主化と新自由主
義改革の波を経て，国家と市民社会組織（労働組合・
協同組合・コミュニティ組織・宗教集団など）の関係
はどのような性格をもつようになっているのだろう
か。 既存のコーポラティズム論や代表制民主主義論
を手掛かりに，現在の国家―市民社会組織関係の特
徴を描こうというのが本書の目的である。
本書は「第Ⅰ部　利益媒介・政策形成と市民社会組
織」と「第Ⅱ部　民主主義と市民社会組織」の2部構成
である。まず序章（宇佐見耕一・菊池啓一・馬場香織）
で本書の問題意識の提示とコーポラティズム論・代
表制民主主義論のレビューが行われる。 つぎに，そ
れらのレビューから導出された課題に基づき，第Ⅰ
部ではメキシコの労働法制改革プロセス（第1章，馬
場），ボリビアの鉱業政策決定過程（第2章，岡田勇），
ペルーの政労関係（第3章，村上勇介）が考察され，第
Ⅱ部ではベネズエラの参加型民主主義（第4章，坂口
安紀），ブラジルの連邦政府から市民社会組織への財
政移転（第5章，菊池），ブラジルのキリスト教系宗教
集団（第6章，近田亮平）についての分析が行われる。
そして最後に，終章（宇佐見）で各章の知見がまとめ
られる。
ブラジル・ポルトアレグレ市の参加型予算の事例
をはじめとして，ラテンアメリカの民主化後の市民
社会に関する研究は日本語でも数多く存在している。
しかしその一方で，同地域の国家―市民社会関係に
ついては，いまだに国家コーポラティズム的な解釈
が根強い感も否めない。 国家と多様な市民社会組織
の関係に注目した本書が，我が国におけるラテンアメ
リカの市民社会のあり方に対する理解の促進につな
がれば幸いである。	 （菊池啓一）
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